修論執筆のスケジュール感（2021年度）　マツモの場合
文責：M2松本遼斗（2021年度3月修了予定）

修論執筆における公的なスケジュール
・1月20日~1月27日：教務に修論本文，修論要旨，修士論文審査申請書を提出（まあ適当でも笑）
・修論発表の1週間前位（2月3日前後）：副査の先生に修論提出（ほぼ完成版）
・2月15日~2月22日：修士論文正本データをDVDに保存し教務に提出（完成版）

マツモの修論作成スケジュール
　自分の修論は全5章構成，1章が全体の背景，2章，3章，4章がそれぞれ小さな論文のようなイメージ（実際に査読論文3つ分ぐらいかな？4章は査読論文1本分にはちょっと足りないかな…），5章が全体の結論と今後の課題，全部で75ページぐらいのボリューム，それを踏まえたうえで…

・年明け（1月5日位）から修論に着手，1月11日に目次案，1章，4章を加用先生に提出
・1月15日に加用先生から1章，4章の修正コメント到着
・1月18日に2章，3章，及び修正した1章，4章を加用先生に提出
・1月20日に加用先生から1~4章の修正コメント到着
・1月21日に5章，修論要旨を加用先生に提出
・1月23日に加用先生から5章，修論要旨の修正コメント到着
・1月25日に1~5章，修論要旨を修正し加用先生に提出，また，この段階で教務に一度修論を提出
・1月25日に加用先生から修論全体に対する微修正到着
・1月31日に全体を修正した修論を加用先生に提出，この段階で表紙や目次，謝辞等ほぼ完成版
・1月31日に加用先生から修正完了の報告
・1月31日に副査の岩岡先生と松本先生に提出日時の調整連絡
・2月1日，2日で修論を読み返し，内容や誤字等の修正
・2月3日に岩岡先生と松本先生に修論提出（この研究室の副査は高確率でこの二人）
・修論提出時に岩岡先生に50分ほどいろいろ突っ込まれた…

修論執筆スケジュールに関するマツモの見解
　1月末に教務に提出する修論はぶっちゃけ適当で構わない。実際に修論を開かれもしなかった（笑）。大事なのは副査に提出するまでにほぼ完成させておく事。そのためにはどうすればよいか。自分は年内が忙しく年明けからの執筆となったが，これはあまりにも遅すぎる。自分は2章，3章をあらかじめ投稿論文として大部分を執筆していたのでこの部分については若干情報を足す，フォーマットを全体と合わせる程度の作業で済んだが，それでも上述の通りぎりぎりのスケジュールである。体感的には年内に修論の半分ぐらい（背景，方法，結果の一部ぐらいかな）は加用先生に修正コメントをもらっておくぐらいの感覚でいたほうがいい。そうしないと，修論発表の準備が満足に出来ないだけでなく，加用先生の修正スケジュールも非常にタイトになってしまう。修論は卒論よりも早くに執筆を始められると思うので，早くから少しずつ執筆を始めておく事で，自分が楽になるのは勿論，加用先生も余裕をもって確認できるようになり，卒論の方にも時間を割けるようになる。
　執筆の順番について，1章を書くのは難しいから後回し，という意見も勿論あるが，修論の様に長い論文は上から順に書いていかないと後半部分が非常に書きにくくなると自分は思う。なので，個人的には上から順に執筆した方が楽だと思っている。
